
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『 志高く 未来を切り拓く 』立川中学校通信 

 

 

                第 1７号 令和４年１２月７日（水）発行 文責 佐藤正人 

『探究型チャレンジタイム』を 7月 19日～27日に実施しました。1学期に学んだ事から生徒各自が疑問に思ったことを深掘りしていく学習です。文化祭で展示公

開されましたが、保護者・地域の皆様にはご覧頂くことができませんでしたので今回と次回にわたって 15名の実践を紹介致します。 

・レポートの形式がしっかり出来ており、読みやすい。 

・字の丁寧さ、色の使い方など読む人を考えている。 

・レポートのテーマが興味深い。 

・読んでいて面白かった。 ・自分が興味を持った帰校の特徴について、予想を立てて“衣・食・住”という視点で調べていてｇｏｏｄ！ 

教科書には載らない（中学校では学習しない）内容まで深められていて素晴らしいと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自分の研究テーマについて、いくつかの視点を分けて、具体的な例をたくさん提示して、大変丁寧

に細かく調べています。また、レポートの書き方についても、１つひとつの例を表にして分かりやす

くまとめ、説明の仕方にも工夫が見られます。さらに文字が非常に丁寧で美しいです。 

・２年生の授業で学んだ『化学変化』について興味を持ち、電子というものに注目してまとめています。 

周期表との関係も調べ、なぜその原子の個数で結びつくのか、また、できあがる物質の名前のメカニズムに

ついてもうまく説明しています。化学の深みを楽しんでいますね。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・着眼点が面白い。“言葉”の中でも略語を選んだ時点で「じっくり読みたい」と思わされました。 

・読みやすい。字の読みやすさもあるが、「ここ！」という色ペン使いが効果的。 

・テーマは「交通ルールの違い」でしたが、調べた結果、交通事故件数は人の意識の高さで変わってくると

いう考えに至ったこと、大変素晴らしく思います。広い視野で物事を深く考えることの大事さを私もこのレ

ポートから学びました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・２人とも手伝っている家の仕事と理科の学習を結び合わせたテーマを選んでいます。洗剤の効果を予

想して調査し、新しく学んだ事を実生活に活かそうとしているところがとても良いです。 


